
②
保
健
室
に
お
け
る
相
談
活
動
と
他
機
関
と
の
連
携

下
田
久
子
・
川
島
令
子

一
―
は
じ
め
に

　
　
「
学
校
に
は
保
健
室
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
養

護
教
諭
が
い
て
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
相
談

　
（
教
育
相
談
も
含
む
）
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

子
供
達
の
健
康
問
題
が
、
教
育
問
題
と
し
て
広

く
世
に
問
わ
れ
出
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
あ

る
児
童
・
生
徒
の
健
康
問
題
に
か
か
わ
っ
た

時
、
現
代
社
会
で
は
、
個
人
の
力
で
解
決
で
き

る
能
力
を
こ
え
た
内
容
の
問
題
に
出
会
う
こ
と

が
多
い
。
学
校
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
面
で
ど

の
よ
う
な
内
容
の
相
談
が
あ
り
、
解
決
に
む
け

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る

の
か
、
養
護
教
諭
の
実
践
の
中
か
ら
報
告
し
て

み
た
い
と
思
う
。

ニ
―
学
校
に
お
け
る
養
護
教
諭
の

　
　
　
　
職
務

　
学
校
教
育
法
第
二
十
八
条
、
第
四
十
条
に
も

と
づ
き
、
学
校
に
は
校
長
、
教
頭
（
横
浜
市
は

副
校
長
）
、
教
諭
、
養
護
教
諭
及
び
事
務
職
員

が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
は
固

有
の
職
務
内
容
が
あ
り
。
養
護
教
諭
に
つ
い
て

は
二
十
八
条
五
項
に
「
児
童
・
生
徒
の
養
護
を

司
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
教
員
と
し
て

は
、
養
護
教
諭
は
、
学
校
保
健
に
た
づ
さ
わ
る

唯
一
の
専
門
職
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
に
は
職

務
内
容
規
定
を
定
め
た
法
令
や
通
達
は
出
さ
れ

て
い
な
い
（
専
門
職
と
い
わ
れ
る
以
上
職
能
団

体
で
確
立
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
）
。

　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
に
答
申
さ
れ
た
文
部

省
保
健
体
育
審
議
会
「
児
童
・
生
徒
の
健
康
の

保
持
増
進
に
関
す
る
施
策
」
第
二
部
、
施
策
そ

の
四
、
「
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
体
制
の
整

備
」
の
項
に
お
い
て
は
、
「
養
護
教
諭
は
、
専

門
的
立
場
か
ら
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の
保

健
及
び
、
環
境
衛
生
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し

て
、
疾
病
や
情
緒
障
害
、
体
力
、
栄
養
に
関
す

る
問
題
等
心
身
の
健
康
に
問
題
を
持
つ
児
童
・

生
徒
の
個
別
の
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た
健
康
な

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
も
健
康
の
増
進
に
関
す

る
指
導
に
あ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
一
般
教
員
の

行
う
日
常
の
教
育
活
動
に
も
積
極
的
に
協
力
す

る
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　
横
浜
市
養
護
教
諭
部
会
で
は
職
務
内
容
を
以

下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

①
学
校
保
健
安
全
の
推
進
と
評
価
　
②
保
健
室

経
営
　
③
学
校
保
健
安
全
の
立
案
と
評
価
　
④

健
康
診
断
の
運
営
⑤
健

康
上
の
問
題
を
持
つ
児
童

・
生
徒
の
管
理
と
指
導

⑥
健
康
相
談
の
運
営
　
⑦

健
康
観
察
の
実
施
と
そ
の

指
導
⑧
家
庭
訪
問
⑨

伝
染
病
及
び
食
中
毒
の
予

防
対
策
　
⑩
救
急
処
置
と

個
別
指
導
　
⑪
学
校
給
食

の
管
理
と
指
導
　
⑫
環
境

衛
生
の
管
理
と
指
導
　
⑬

安
全
管
理
と
指
導
　
⑭
保

健
安
全
教
育
の
推
進
　
⑮

性
教
育
の
推
進
　
⑯
精
神

衛
生
　
⑰
特
殊
教
育
　
⑱

学
校
保
健
組
織
活
動
の
推

進
　
⑲
資
料
・
情
報
収
集
、

一
―
は
じ
め
に

二
―
学
校
に
お
け
る
養
護
教
諭
の
職
務

三
―
保
健
室
の
機
能

四
―
児
童
・
生
徒
の
健
康
実
態

五
―
養
護
教
諭
の
行
う
相
談
活
動

六
―
個
別
相
談
と
連
携

七
―
ど
う
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か

析
、
提
供
　
⑳
保
健
事
務
、
以
上
二
十
項
目
に

わ
た
っ
て
い
る
。

三
―
保
健
室
の
機
能

養
護
教
諭
が
二
十
項
目
に
わ
た
る
職
務
を
行

図―１　保健室の機能図
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分
う
場
所
が
保
健
室
で
あ
る
。
学
校
保
健
法
第

十
九
条
で
は
、
保
健
室
は
健
康
診
断
、
健
康
相

談
、
救
急
処
置
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
部
屋

と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
年
に
文
部
省
体
育
局
長
通
達
と
し

て
、
「
保
健
室
の
設
備
基
準
」
が
出
さ
れ
た

が
、
保
健
管
理
中
心
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
時
代
の
変
化

に
伴
い
、
健
康
問
題
が
子
ど
も
の
生
き
方
全
般

の
問
題
と
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
保
健
室
の
機

能
も
多
様
化
し
、
現
在
で
は
、
学
校
教
育
活
動

の
目
標
達
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
そ
し
て
現
在
、
学
校
に
お
け
る
保
健
室
を

保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
機
能

を
果
た
す
べ
く
、
養
護
教
諭
は
保
健
室
経
営
に

日
々
取
夕
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

四
―
児
童
・
生
徒
の
健
康
実
態

①
―
小
学
生
の
健
康
問
題

　
現
代
の
子
供
の
健
康
問
題
を
身
体
的
問
題
、

精
神
的
問
題
、
生
活
的
問
題
、
環
境
的
問
題
に

類
別
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
現
状
で
あ

る
。

（
一
）
身
体
的
問
題

　
定
期
健
康
診
断
の
結
果
に
よ
る
疾
病
の
罹
患

状
況
の
一
位
は
む
し
歯
、
二
位
は
低
視
力
、
三

位
は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
（
喘
息
・
皮
ふ
炎
）
、
次

い
で
心
臓
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、
て
ん
か
ん
、
側

鸞
症
等
が
順
次
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
病
気

で
は
な
い
が
異
常
と
し
て
、
肥
満
・
痩
傾
向
が

問
題
と
な
る
（
表
―
１
参
照
）
。

　
一
位
の
む
し
歯
に
つ
い
て
は
、
戦
後
食
糧
事

情
が
よ
く
な
り
砂
糖
の
消
費
量
が
増
加
し
た
昭

和
三
十
年
代
が
罹
患
率
の
ピ
ー
ク
で
、
八
〇
％

近
く
ま
で
上
昇
し
た
が
、
近
年
学
校
保
健
の
発

展
と
社
会
的
背
景
に
よ
り
減
少
し
て
き
た
。

　
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
の
教
育
活
動
は
、
学

校
の
み
で
行
っ
て
い
て
も
効
果
が
期
待
で
き
な

い
。
家
庭
に
お
け
る
生
活
態
度
や
食
事
の
習
慣

等
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら

家
庭
と
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
。
更
に
む
し
歯

は
子
供
に
鏡
で
自
分
の
歯
を
見
さ
せ
て
指
導
で

き
る
の
で
、
健
康
教
育
の
教
材
と
し
て
大
変
取

り
上
げ
や
す
い
も
の
と
い
え
る
。

　
二
位
の
低
視
力
は
、
近
視
、
遠
視
、
乱
視
、

弱
視
等
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
や

や
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
特
に
近
視
の
後
天
的

な
も
の
は
、
最
近
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
三
位
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
も
、
年
々
増
加
の

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
本
市
の
小
学
校
入
学
児

の
一
〇
％
の
子
供
が
、
ぜ
ん
そ
く
や
皮
ふ
炎
等

の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示

ざ
れ
て
い
る
。

　
次
い
で
心
臓
疾
患
は
、
全
市
の
小
学
生
の
、

一
〇
五
八
人
が
罹
患
し
、
腎
疾
患
は
、
一
九
二

人
が
、
て
ん
か
ん
、
け
い
れ
ん
は
二
三
四
人

が
、
側
彎
症
は
二
三
六
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
罹
患

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
更
に
二
百
余
の
、
疾
病

を
も
ち
な
が
ら
本
市
の
小
学
校
で
学
校
生
活
を

続
け
て
い
る
子
供
が
い
る
。
特
に
数
値
は
低
い

が
成
人
病
と
い
わ
れ
る
病
気
が
小
学
生
の
内
に

も
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
病
気
で
は
な
い
が
異
常
と
し
て
、
肥
満

傾
向
の
子
供
と
、
痩
傾
向
の
子
供
が
、
そ
れ
ぞ

れ
問
題
と
な
る
。
こ
れ
等
の
異
常
は
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
習
慣
や
食
事
の
あ
り
方
、
そ
の
他

親
の
養
育
態
度
が
問
題
と
な
る
場
合
が
多
い
。

　
次
に
発
育
、
発
達
に
つ
い
て
は
。
身
長
の
伸

び
に
対
し
て
座
高
の
伸
び
が
少
な
く
、
下
肢
の

伸
び
が
大
き
い
。
体
力
面
で
は
、
特
に
筋
力
が
弱

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
成
熟

の
早
期
化
現
象
が
み
ら
れ
る
。
初
潮
が
三
年
生

で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
校
を
卒
業

す
る
頃
に
は
、
半
数
近
い
子
供
が
初
潮
を
経
験

す
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。

目
精
神
的
問
題

　
日
常
の
保
健
室
で
の
観
察
や
対
応
か
ら
、
子

供
の
精
神
的
な
問
題
が
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
最
近
日
本
学
校
保
健
会
が
実
施
し
た

　
「
心
の
健
康
調
査
」
の
結
果
が
こ
れ
を
裏
づ
け

　
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
次
に
、
要
約
し
て
み

　
る
。

　
①
心
身
症
的
状
況
で
保
健
室
に
来
室
す
る
子
供

　
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　
・
頭
痛
、
腹
痛
が
よ
く
あ
る
　
三
三
％

　
・
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
が
よ
く
あ
る
　
二
六

　
　
％

　
・
夜
眠
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
　
二
一
％

｀
・
食
事
を
し
た
く
な
い
　
一
五
％

　
・
動
悸
、
胸
苦
し
さ
が
あ
る
　
一
四
％

　
②
な
ん
と
な
く
疲
れ
て
い
て
、
気
力
が
な
い
。

　
・
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い
　
四
四
％
。

　
・
疲
れ
や
す
い
　
二
九
％
。

　
③
情
緒
不
安
定
的
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
・
す
ぐ
不
安
に
な
る
　
三
三
％

　
・
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
る
　
五
四
％

　
　
　
一
位
　
学
校
の
勉
強
や
成
績
の
こ
と

　
　
　二

位
　
友
だ
ち
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か

　
・
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い
　
八
％

　
・
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
　
一
〇
％

　
・
な
ん
と
な
く
さ
び
し
い
　
一
五
％

　
・
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
思
う
　
三
〇
％

　
④
学
校
ぎ
ら
い
、
登
校
拒
否
的
傾
向
が
み
ら
れ

　
る
。

　
・
学
校
が
楽
し
く
な
い
　
一
五
％

　
・
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
と
思
う
　
二
〇
％

　
⑤
幼
稚
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

表―1　横浜市（児童）疾病・異常罹患

　　　率（小学生）
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・
大
人
に
な
り
た
い
と
思
わ
な
い
　
三
九
％

⑥
問
題
行
動
的
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

・
親
に
乱
暴
し
た
い
と
思
う
　
二
〇
％

・
先
生
に
乱
暴
し
た
い
と
思
う
　
一
三
％

（
裏
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
記
し
た
数

値
は
小
学
校
六
年
生
の
デ
ー
タ
ー
で
、
こ
の
調

査
は
、
中
学
二
年
と
高
校
二
年
に
も
同
時
に
実

施
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
が
、
中
学
、
高

校
と
発
育
す
る
に
従
っ
て
増
加
傾
向
を
示
し
て

い
る
）
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て

協
調
性
に
欠
け
、
自
己
中
心
的
で
。
努
力
す
る

前
に
諦
め
て
し
ま
い
、
必
要
以
上
に
劣
等
感
を

も
ち
、
自
立
の
意
欲
に
欠
け
る
子
ど
も
像
が
浮

か
ん
で
く
る
。

（
三
）
生
活
的
問
題

　
各
種
の
生
活
調
査
の
結
果
か
ら
、
現
代
の
子

供
の
生
活
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
夜
型
の
生
活

や
運
動
や
外
遊
び
が
少
な
く
、
塾
通
い
や
テ
レ

ビ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
時
間
が
多
く
、
食
事
を
家

族
で
団
ら
ん
し
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
が
少
な
い

こ
と
な
ど
で
あ
る
。

朝
の
起
床
は
、
七
時
過
ぎ
に
起
き
る
子
供
が

五
〇
％
近
く
い
る
。
目
覚
め
の
よ
う
す
は
、
就

床
時
間
が
遅
い
ほ
ど
悪
く
、
家
人
に
起
し
て
も

ら
う
も
の
が
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
多
く
な

る
。
運
動
は
、
運
動
部
等
に
入
部
し
て
い
る
も

の
と
、
入
部
し
て
い
な
い
も
の
と
の
差
が
大
き

い
。
毎
日
何
も
運
動
し
て
い
な
い
も
の
が
、
二

異
年
齢
で
の
多
数
の
遊
び
友
だ
ち
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。

　
食
事
に
つ
い
て
は
、
一
人
で
気
ま
ま
に
好
き

な
も
の
を
、
好
き
な
時
に
食
べ
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
家
族

の
人
間
関
係
、
食
事
の
マ
ナ
ー
等
の
面
か
ら
問

題
が
多
い
。
ま
た
家
族
の
一
員
と
し
て
の
家
事

の
手
伝
い
の
機
会
が
少
い
結
果
と
も
な
る
。

（
四
）
環
境
的
問
題

　
核
家
族
で
、
子
供
が
少
な
く
、
子
供
部
屋
が

独
立
し
て
い
る
家
庭
が
多
く
、
過
保
護
、
過
干

渉
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
反
面
、
両
親
の

欠
損
家
庭
や
不
在
家
庭
が
増
加
し
。
放
任
、
無

関
心
の
家
庭
も
あ
る
。

　
地
域
で
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
遊
び
場
が
少

な
く
、
交
通
量
が
多
く
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

車
の
普
及
で
家
族
と
の
外
出
時
に
は
、
歩
く
機

会
が
少
な
い
。
ま
た
、
電
話
の
普
及
で
友
だ
ち

と
の
遊
び
の
呼
び
か
け
も
電
話
で
す
ま
せ
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
雑
誌
に
よ
る
興
味
本
意
の
性

情
報
の
氾
濫
、
非
行
の
誘
い
、
近
隣
の
付
き
合

い
の
稀
薄
さ
か
ら
、
他
人
の
子
供
に
注
意
し
た

り
、
気
づ
い
た
こ
と
を
親
に
連
絡
す
る
こ
と
が

少
な
い
。
即
ち
基
本
的
な
正
し
い
生
活
の
仕
方

に
つ
い
て
の
家
庭
教
育
や
社
会
教
育
が
な
さ
れ

る
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

②
―
中
学
生
の
健
康
問
題

　
中
学
生
の
時
期
は
第
二
の
誕
生
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
心
身
に
め
ざ
ま
し
い
発
育
、
発
達
を
と

げ
る
。
八
歳
で
は
女
子
が
男
子
の
体
格
を
上
回

る
よ
う
に
な
る
が
、
十
二
歳
を
境
に
し
て
、
体

位
・
体
格
の
発
達
の
逆
転
時
代
を
迎
え
る
。
男

子
で
は
第
二
伸
長
期
を
迎
え
、
小
学
校
の
頃
肥

満
に
見
え
て
い
た
児
童
も
解
消
さ
れ
て
す
っ
き

り
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
女
子
は
筋
力
の

発
達
も
こ
の
頃
か
ら
開
始
ナ
る
。

　
思
春
期
の
中
期
に
入
り
、
性
的
に
も
成
熟
期

を
迎
え
、
心
も
体
も
大
き
く
変
化
を
す
る
時
期

で
、
そ
の
変
化
を
受
け
と
め
、
乗
り
切
る
の
に

生
徒
達
は
大
変
な
努
力
を
必
要
と
す
る
。
心
身

の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
て
は
立
て
直
し
て
成
長

し
て
ゆ
く
が
、
な
か
な
か
立
て
直
し
の
で
き
な

い
生
徒
も
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
生
徒
を

と
り
ま
く
大
人
達
の
援
助
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。

（
一
）
身
体
的
問
題

　
昭
和
六
十
年
度
横
浜
市
養
護
教
諭
研
究
会
の

調
査
に
よ
る
と
　
①
視
力
の
悪
い
生
徒
が
多
い

こ
と
　
②
む
し
歯
の
保
有
串
が
高
く
、
未
処
置

者
が
多
い
こ
と
　
③
眼
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る

生
徒
が
多
く
そ
の
中
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
が
多
い
こ
と
　
④
心
臓
疾
患
を
有
す
る
生
徒

が
全
市
で
男
子
二
百
四
十
人
、
女
子
二
百
十
一

人
と
比
較
的
多
い
こ
と
　
⑤
腎
疾
患
に
罹
患
し

て
い
る
生
徒
が
男
子
八
十
人
、
女
子
七
十
六
人

と
比
較
的
多
く
、
ま
た
慢
性
疾
患
の
種
類
も
二

百
六
十
種
に
お
よ
ん
で
い
る
。

（
二
）
精
神
的
問
題

　
心
身
の
成
長
・
発
達
に
伴
い
、
自
ら
の
心
身

の
変
化
が
と
ま
ど
い
と
悩
み
の
原
因
と
な
る
こ

と
。
さ
ら
に
社
会
性
が
発
達
し
外
界
に
目
が
む

く
こ
と
か
ら
、
他
と
の
比
較
の
中
で
自
己
を
み

つ
め
悩
み
も
多
く
な
る
。
知
的
活
動
が
活
発
に

な
る
た
め
、
自
己
の
学
習
到
達
度
も
劣
等
感
の

原
因
に
な
る
。
悩
み
の
多
く
は
、
学
習
の
問

題
、
友
人
の
問
題
、
両
親
・
家
族
の
問
題
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

(
三
）
生
活
的
問
題

　
日
々
の
健
康
観
察
、
欠
席
調
査
、
保
健
室
に

来
室
す
る
生
徒
の
様
子
か
ら
み
る
と
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
た
こ
と
に
よ
り
健
康
阻
害
を
来

た
し
て
い
る
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
毎
日
睡
眠
不
足
を
訴
え
る
生
徒
―
受
験
に

そ
な
え
て
夜
間
学
校
化
し
て
い
る
塾
の
あ
り

方
。
学
校
で
部
活
動
を
五
時
ま
で
や
り
、
六
時

に
帰
宅
、
し
た
く
も
そ
こ
そ
こ
に
塾
に
か
け
つ

表―２　横浜市（生徒）疾病・異常罹患

　　　　率（中学生）
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○
～
三
〇
％
も
い
る
。
外
遊
び
に
つ
い
て
は
、



け
、
九
時
に
終
了
し
七
、
十
時
に
夕
食
、
入
浴

し
て
宿
題
を
し
て
い
る
と
十
二
時
過
ぎ
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
生
徒
。
当
然
朝
早
く
す
が
す

が
し
く
起
床
で
き
な
い
。
あ
わ
て
て
起
床
し
て

登
校
す
る
た
め
朝
食
を
ぬ
く
。
一
～
二
時
間
学

習
す
る
う
ち
、
空
腹
と
疲
労
で
気
分
不
良
の
た

め
来
室
ナ
る
と
い
っ
た
生
徒
の
パ
タ
ー
ン
が
非

常
に
多
い
。

　
中
学
生
に
な
る
と
完
全
に
自
立
し
た
と
思
い

込
み
放
任
し
て
し
ま
う
親
、
親
の
思
い
込
み
と

子
供
の
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
ぎ
る
家

庭
で
は
非
行
の
問
題
を
多
く
お
こ
し
て
い
る
。

（
四
）
環
境
的
問
題

　
小
学
校
の
現
状
と
同
一
で
あ
る
が
、
心
身
の

成
熟
期
を
迎
え
た
中
学
生
の
時
期
に
は
一
段

と
、
性
的
情
報
が
刺
激
的
で
あ
っ
た
り
す
る

と
、
混
乱
が
大
き
く
な
る
。
友
人
か
ら
の
影
響

力
も
大
き
く
、
人
的
な
環
境
の
面
か
ら
も
整
備

が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五
―
養
護
教
諭
の
行
う
相
談
活
動

　
保
健
室
は
校
内
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
当
然
種
々
の
目
的
を
持
っ
て
教
職

員
、
父
母
、
児
童
・
生
徒
が
訪
ず
れ
る
。
そ
し

て
保
健
室
を
訪
ず
れ
る
児
童
・
生
徒
の
相
談
内

容
の
変
化
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
四
で
述
べ
た
よ

う
に
、
児
童
生
徒
を
と
り
ま
く
健
康
問
題
は
、

時
代
と
共
に
広
が
り
複
雑
化
し
、
特
に
心
身
の

問
題
を
持
つ
児
童
・
生
徒
は
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
当
然
発
育
発
達
の
重
要
な
時
期
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
活
動
的
な
年
代
で
あ
る
か
ら
外

傷
に
よ
る
者
が
多
い
と
思
い
が
ち
だ
が
、
内
科

的
な
訴
え
の
方
が
上
ま
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
、
ま
た
問
題
の
深
刻
さ
、
多
様
性
、
複
雑

さ
、
陰
湿
さ
に
特
徴
が
あ
る
と
養
護
教
諭
は
膚

で
感
じ
て
い
る
。
養
護
教
諭
の
行
う
相
談
活
動

は
、
日
頃
健
康
上
の
問
題
を
有
す
る
（
問
題
意

識
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）
生
徒
に
対
し
、
問

題
解
決
へ
の
意
識
付
け
、
実
践
能
力
を
個
別
や

集
団
に
行
う
ヘ
ル
ス
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
あ
る
と
い

う
現
場
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
る
。
横

浜
市
の
小
・
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の

相
談
が
多
い
の
か
、
昭
和
五
十
七
年
度
第
一
回

調
査
を
実
施
し
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
は
相
談
内
容
の
多
様
性
、
解

決
の
困
難
さ
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
が
、
そ
の

傾
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
が
現
代
っ
子
の

特
性
に
あ
る
。
粘
り
が
な
く
、
ひ
弱
で
耐
性
に

乏
し
く
、
自
立
性
・
自
主
性
に
欠
け
、
不
満
傾

向
が
大
き
く
、
多
く
の
子
は
孤
独
・
疎
外
感
に

陥
入
っ
て
い
る
と
教
師
集
団
は
指
摘
し
て
い

る
。
困
難
に
立
ち
向
か
う
気
力
に
乏
し
く
、
自

己
統
制
の
欠
除
が
相
談
活
動
を
一
層
困
難
に
し

て
い
る
と
、
養
護
教
諭
は
指
摘
し
て
い
る
。
相

談
に
来
室
す
る
生
徒
の
背
景
に
は
社
会
の
重

圧
、
ひ
ず
み
で
破
壊
し
た
家
庭
の
臭
い
が
強

い
。

　
保
健
室
に
持
ち
込
ま
れ
る
問
題
と
ど
う
と
り

組
ん
で
い
る
か
事
例
を
通
し
て
述
べ
て
み
た

い
。

六
―
―
個
別
相
談
と
連
携

①
―
事
例
か
ら

＜
事
例
一
・
長
期
欠
席
・
怠
学
傾
向
の
中
二
女

子
＞

　
怠
学
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
連
絡
も
な
か
な
か

と
れ
な
い
Ａ
子
。
久
し
ぶ
り
に
登
校
し
て
来
た

が
不
定
愁
訴
を
訴
え
て
来
室
す
る
。
言
葉
少
な

に
座
っ
て
い
た
が
打
ち
と
け
る
に
し
た
が
い
自

分
の
こ
と
を
話
し
出
す
。
Ａ
子
の
様
子
か
ら
訴

え
の
本
質
は
他
に
あ
る
と
判
断
し
受
け
入
れ
体

制
を
作
る
。
数
回
の
来
室
時
の
た
び
に
家
庭
の

事
情
に
つ
い
て
話
し
出
す
。
家
族
構
成
は
（
父

三
十
九
歳
、
土
木
作
業
員
）
、
母
（
三
十
五
歳
、

表－３　保健室利用状況

表－４　相談活動からみた家庭側の問題
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表―５　相談活動を実施した内容について

内容分類 小学校 中学校

1.身体的な面で問題
　を持つ児童・生徒

1.要管理児童の医療機関の指示の確認
2.ぜんそく児童の相談
3.腎臓病の児童の相談
4.低視力児童の相談
5.疾病による相談（登校後の生活の注意）
6.貧血相談
7.う歯治療の指導
8.眼科要精密検査
9.姿勢指導（矯正など）
10.身体障害の指導
11.糖尿病の指導
12.神経性腹痛の相談
13.虚弱児童の指導
14.アレルギー疾患の相談
15.肥満児の指導
16.健康問題（内容不明）
17.腹痛・頭痛をよく訴える
18.脳腫瘍の相談

1.腎臓疾患を有する生徒の運動部入部相談
　　（ネフローゼ腎炎）
2.ぜんそく生徒の健康相談
3.胃潰瘍の相談
4.低視力生徒の指導
5.疾病の相談・指導（虫スイ炎・関節痛）
6.貧血生徒の相談・指導
7.歯科医受診にかかわる相談
8.事故の後遣症によるトラブル
9.背柱側彎症の指導
10.寒冷に敏感な生徒の指導
11.脂肪肝の相談
12.神経性下痢症の相談
13.吐血して家人に話せず悩んでいた生徒の
　　相談
14.アレルギー疾患の相談
15.肥満の相談
16.体調に関する悩み
17.睡眠・食事等
18.体格に関する悩み
19.白血病
20.血友病
21.予後不良の疾患
22.心臓病
23.内臓転移
24.皮フ病
25.ツ反
26.筋ジストロフィー

2.精神的な悩み
　　（問題）を持つ生徒

1.心身症の相談
2.登校拒否

3.健康状態が悪いのに登校させる親につい
　　て
4.体重減少児童の健康管理
5.情緒障害児の相談
6.てんかん児童の相談
7.自律神経調節障害
8.不定愁訴の多い生徒
9.チック症の相談

10.非行の相談
11.自閉的傾向
12.微細脳損傷
13.授業拒否
14.死への願望児童の相談
15.友人関係の悩み（いじめ）
16.集団不適応

1.心身症の相談
2.登校拒否（意志薄弱）の生徒の相談
3.家庭内にトラブルを有する生徒の相談
4.心因性やせ症
5.ヒステリーによる転校をくり返す生徒
6.てんかんの生徒の相談
7.不定愁訴の多い生徒
8.過呼吸症候群の相談
9.精神疾患を有する生徒の相談
10.絨黙生徒の相談
11.無気力に悩む生徒
12.いじめられる生徒
13.家庭の悩み
14.教師への不満を持つ生徒
15.劣等感に悩む生徒

　　　　　　
3.性に関する悩み‾
　（問題）を持つ生徒

1.初潮指導（性教育） 1.性交渉のある生徒、妊娠の疑いを持ち悩
　　んでいる生徒の相談
2.性病ではないかという相談
3,夢精を病気と思い悩む生徒の相談
4.月経に関する相談
5.異性へのあこがれ
6.性の悩み（内容不明）
7.異性に関する悩み
8.恋愛についての相談

4.行動に問題を有す
　る生徒の相談

1.朝食を摂取しない児童の生活指導
2.特殊学級の児童の相談
3.給食拒否児童の指導
4.生活リズムを乱している児童の生活指導
5.家庭に問題のある児童の相談
6.母親入院による食生活・身の回りが不潔
　　になった児童
7.遅進児童の相談
8.健康面での生活指導について
9.牛乳ぎらいの子
10.一年男子のおもらし
11.頭部打撲
12.骨折の疑い
13.失神する児童

1.日常の健康観察により異常を訴えている
　　生徒の相談
2.怠学
3.校内での反社会的行動をくり返す生徒
4.欠席日数の多い生徒
5.学力不振生徒（遅進生徒）
6.不純異性交遊
7.特定学習の拒否
8.催眠ごっこ
9.喫煙
10.持物・頭髪・衣服
11.卒業できず留年させ放置された生徒
12.薬物乱用
13.家出生徒の相談
14.情緒障害

5.その他の相談 1.安全会に関するトラブル

2.シラミ発生

3.目に石灰を入れた
4.医療機関の紹介

5. ロウ斗胸の手術

1.学校事故後遺症
2.進路
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飲
食
店
勤
務
）
、
兄
（
一
五
歳
、
中
三
、
祖
父
の

養
子
と
な
っ
て
別
居
）
、
弟
（
小
五
、
一
一
歳
。

怠
学
）
、
弟
（
三
歳
）
。
父
は
出
稼
ぎ
人
夫
で
年

に
数
日
し
か
家
に
い
な
い
。
母
は
気
分
次
第
で

ほ
と
ん
ど
家
に
寄
り
つ
か
な
い
。
破
壊
家
庭
で

家
事
い
っ
さ
い
Ａ
子
の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
。

家
は
一
戸
建
て
の
借
家
（
一
階
一
部
屋
、
二

階
二
部
屋
）
、
公
共
料
金
滞
納
の
た
め
、
ガ
ス
、

電
話
が
止
め
ら
れ
て
い
る
。
食
事
の
し
た
く
が

で
き
な
い
の
で
出
前
に
た
よ
る
か
、
近
く
の
商

店
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
買
い
お
湯
を
入
れ
て

も
ら
っ
て
食
べ
て
い
る
。
お
金
が
な
い
時
は
食

べ
る
こ
と
入
浴
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
る
い
そ

う
と
あ
か
の
た
め
異
様
な
感
じ
で
、
不
潔
な
生

活
で
頭
髪
に
は
シ
ラ
ミ
の
卵
が
無
数
に
光
っ
て

い
る
。
Ａ
子
の
不
定
愁
訴
は
緊
急
に
解
決
し
な

け
れ
ば
生
命
が
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
。
校
内

で
緊
急
に
対
策
を
話
し
合
い
、
父
母
を
招
請
し

た
が
、
学
校
の
要
望
に
は
答
え
ず
子
供
達
の
放

任
状
態
が
続
い
た
。
当
面
食
事
を
さ
せ
た
り
、

し
ら
み
の
駆
除
の
援
助
を
学
校
で
行
っ
て
い
た

が
、
根
本
的
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
福
祉

事
務
所
、
担
当
民
生
委
員
と
連
絡
を
と
り
協
力

を
依
頼
し
た
。
結
果
的
に
は
Ａ
子
の
家
庭
の
立

て
直
し
は
因
難
で
、
中
学
三
年
生
に
な
っ
た
六

月
頃
一
家
で
行
方
不
明
と
な
り
卒
業
し
な
い
ま

ま
と
な
っ
た
。
父
母
の
知
能
が
や
や
低
く
保
護

能
力
の
な
い
両
親
の
下
で
お
き
だ
不
幸
な
例
で

あ
っ
た
。

＜
事
例
二
・
不
登
校
の
中
二
女
子
＞

　
室
に
閉
じ
込
も
っ
た
ま
ま
出
て
来
よ
う
と
し

な
い
Ｂ
子
の
相
談
で
母
親
が
来
室
し
た
。
Ｂ
子

の
気
持
が
分
ら
ず
ど
う
し
て
い
い
か
困
っ
て
い

る
。
ど
ん
ど
ん
自
分
の
殼
に
と
じ
こ
も
っ
て
い

く
よ
う
で
精
神
病
で
は
な
い
か
不
安
で
あ
る
、

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　
家
族
構
成
は
父
（
四
十
二
歳
、
会
社
経
営
）
、

母
（
四
十
歳
、
主
婦
）
、
兄
（
大
学
一
年
生
）
の

四
人
家
族
で
あ
っ
た
。
父
が
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

で
入
退
院
を
く
り
返
し
退
院
し
た
ば
か
り
で
気

苦
労
な
の
だ
が
、
今
の
状
態
が
Ｂ
子
に
も
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
っ

た
。
日
常
生
活
で
は
Ｂ
子
の
自
主
性
に
ま
か

せ
、
周
囲
の
者
が
行
動
の
指
示
を
し
な
い
で
暖

か
く
見
守
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
話
し
合
い
、
様
子

を
み
る
こ
と
に
し
た
。
数
日
た
っ
て
登
校
し
て

き
た
も
の
の
、
全
身
倦
怠
を
訴
え
て
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
に
連
れ
ら
れ
て
来
室
し
た
。
問
い
か
け
に

は
割
合
は
っ
き
り
と
応
答
で
き
る
。
以
後
一
人

で
来
室
す
る
よ
う
に
な
る
。
気
分
が
落
ち
込
ん

で
し
ま
っ
て
誰
と
も
話
し
た
く
な
い
。
父
親
の

職
業
（
冠
婚
葬
祭
業
）
の
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
の
こ
と
な
ど
心
の
内
を
の
ぞ
か
せ
る
よ
う

に
な
る
。
顔
付
き
、
行
動
の
様
子
か
ら
専
門

医
の
受
診
が
必
要
と
判
断
し
て
Ｂ
子
に
話
す
。

本
人
も
乗
り
気
で
、
自
分
か
ら
母
親
に
話
ナ
。

ど
の
機
関
が
望
ま
し
い
か
校
内
で
話
し
合
い
、

母
親
と
相
談
の
結
果
、
保
健
所
の
精
神
衛
生
相

談
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
Ｃ
区
内
保
健
所
の
精

神
科
の
担
当
の
ド
ク
タ
ー
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
両
先
生
に
は
生
徒
の
こ
と
で
相
談
に
の
っ
て

い
た
だ
く
事
も
多
く
面
識
も
あ
り
、
私
自
身
も

安
心
し
て
勧
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
保

健
所
は
健
康
な
住
民
も
利
用
す
る
の
で
、
病
院

に
は
抵
抗
の
あ
る
人
で
も
抵
抗
な
く
足
を
運
ぶ

決
心
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
的
に
は
精

神
科
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
う
よ
曲

折
が
あ
っ
た
が
、
Ｂ
子
と
の
ラ
ポ
ー
ト
が
よ
く

と
れ
て
い
た
た
め
援
助
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
て
、
高
校
進
学
を
果
た
し
、
卒
業
し
て
社
会

人
と
な
っ
て
い
る
。
母
親
の
相
談
相
手
に
な
れ

た
事
は
、
母
親
の
Ｂ
子
に
対
す
る
態
度
に
ゆ
と

り
を
与
え
、
効
果
が
上
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

△
事
例
三
・
シ
ン
ナ
ー
常
習
の
中
三
男
子
▽

　
文
化
祭
の
ク
ラ
ス
の
演
劇
練
習
中
に
、
格
闘

場
面
が
あ
り
、
自
分
の
役
に
手
加
減
で
き
ず
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
男
子
の
前
歯
二
本
を
破
切
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
情
緒
不
安
定
で
ふ
ざ
け
と
暴

力
と
の
限
界
が
混
乱
し
て
し
ま
い
、
注
意
さ
れ

る
こ
と
を
く
り
返
し
、
母
親
の
来
校
を
要
請
し

た
が
要
望
に
応
じ
な
い
家
庭
で
あ
る
。
家
族
は

祖
母
（
六
十
三
歳
、
食
堂
店
員
）
と
Ｄ
夫
の
二

人
住
い
。
父
母
は
離
婚
し
、
母
親
（
三
十
五

歳
、
飲
食
店
勤
務
）
は
ア
パ
ー
ト
で
一
人
住

い
、
祖
母
に
養
育
費
を
支
払
う
の
み
で
放
任
、

文
化
祭
事
件
を
き
っ
か
け
に
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ

て
い
る
こ
と
が
分
り
個
別
指
導
を
く
り
返
し

た
。
三
年
生
の
二
学
期
は
進
路
選
択
の
重
要
な

時
期
な
の
だ
が
、
複
雑
な
家
庭
の
事
情
で
将
来

に
希
望
を
な
く
し
シ
ン
ナ
ー
に
逃
避
し
て
い
っ

た
。
シ
ン
ナ
ー
吸
引
し
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転

で
補
導
さ
れ
る
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
。
学
校

で
の
指
導
に
限
界
が
あ
り
、
心
理
療
法
を
行
う

必
要
を
判
断
し
、
Ｙ
大
小
児
精
神
神
経
科
を
受

診
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
母
と
子
で
一
晩
話
し

合
っ
て
母
親
が
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し

そ
う
に
報
告
す
る
Ｄ
夫
だ
っ
た
。
受
診
は
し
た

が
次
回
の
予
約
は
果
た
さ
な
か
っ
た
。
母
の
態

度
に
裏
切
ら
れ
た
Ｄ
夫
は
服
薬
も
中
止
し
て
し

ま
っ
た
。
母
親
と
し
て
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
話
し
合
う
く
り
返
し
だ
っ
た
。
児
童
相

、
談
所
と
も
連
携
を
と
り
Ｄ
夫
の
生
活
の
立
て
直

し
に
当
っ
た
が
、
鍵
を
握
る
母
親
は
相
変
ら
ず

無
責
任
。
そ
れ
で
も
援
助
の
甲
斐
あ
っ
て
卒
業

後
は
鉄
工
場
に
勤
め
る
こ
と
に
決
ま
り
社
会
に

旅
立
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
Ｉ
ヵ
所
に
長
続
き

せ
ず
職
を
転
々
と
し
て
い
る
。
シ
ン
ナ
―

も
完
全
に
解
放
さ
れ
な
い
で
い
る
様
で
あ
る
。

多
く
の
事
例
の
中
か
ら
家
族
の
養
育
機
能
の
問

題
が
あ
る
も
の
三
事
例
を
選
ん
だ
。
ど
の
事
例

も
家
庭
内
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
こ
の
種
の
相
談
は
後
を
た
た
な
い
で

あ
ろ
う
。

七
―
ど
う
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か

　
こ
れ
ま
で
、
現
代
の
子
供
や
家
庭
の
問
題
点

を
種
々
あ
げ
て
き
た
が
、
今
後
の
対
策
と
し
て

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現

在
、
家
庭
崩
壊
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
子
供
へ
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の
援
助
活
動
の
連
携
で
あ
る
。

　
学
校
は
、
子
供
へ
の
指
導
は
で
き
る
が
、
親

へ
の
指
導
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
。
地
域

の
福
祉
機
関
が
親
へ
の
指
導
を
行
い
、
あ
る
部

分
の
援
助
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　
第
二
に
、
専
門
機
関
へ
の
通
院
が
必
要
な
場

合
は
、
途
中
で
勝
手
に
通
院
を
中
断
し
な
い
た

め
の
指
導
と
援
助
が
、
地
域
の
福
祉
機
関
と
の

連
携
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
第
三
に
、

一
時
的
な
理
由
で
子
供
の
養
育
が
困
難
な
場
合

は
、
近
隣
同
士
の
助
け
合
い
と
、
地
域
の
中
で

子
育
て
の
終
っ
た
在
宅
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

＜
下
田
久
子
・
戸
塚
小
学
校
養
護
教
諭
／
川
島

令
子
・
岩
崎
中
学
校
養
護
教
諭
＞

③
児
童
相
談
所
の
役
割
と
課
題

山
口
か
お
る

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
児
童
相
談
所
と
は

三
―
児
童
相
談
所
の
機
能

四
―
児
童
相
談
所
の
役
割

五
―
児
童
相
談
所
の
課
題

一
―
は
じ
め
に

　
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
私
の
視
点
が
ど

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
た
め

に
私
自
身
の
経
歴
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
私
は
昭
和
四
十
九
年
、
教
育
系
の
大
学
を
卒

業
し
、
横
浜
市
に
社
会
福
祉
職
と
し
て
採
用
さ

れ
た
。
新
任
研
修
の
後
配
属
さ
れ
た
の
が
、
中

央
児
童
相
談
所
の
前
に
あ
る
保
土
ヶ
谷
福
祉
事

務
所
で
あ
っ
た
。

　
福
祉
事
務
所
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
活

課
題
を
抱
え
た
人
達
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
私
は
こ
こ
で
生
活
保
護
担
当
ケ
ー
ス
・
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
八
年
間
勤
務
し
た
。
生
活
保
護

は
、
経
済
的
側
面
へ
の
援
助
が
中
心
に
受
け
と

め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
抱
え
る
生
活
課
題
へ
の
援
助
も
重
要
な
仕
事

と
な
っ
て
い
る
。
生
活
課
題
に
は
、
出
産
、
育

児
、
疾
病
、
進
学
、
離
婚
、
就
労
、
高
齢
化

等
々
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
子
供
の
養
育
に
関
す
る
問
題
を
通
し
て

児
童
相
談
所
に
援
助
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

る
。

　
し
か
し
社
会
福
祉
の
機
関
に
働
き
、
し
か
も

児
童
相
談
所
の
目
の
前
に
い
な
が
ら
、
そ
の
機

能
を
充
分
に
理
解
で
き
ず
に
、
「
期
待
し
て
い

た
援
助
が
得
ら
れ
な
い
。
」
と
、
も
ど
か
し
い

想
い
を
抱
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
児
童
相
談
所
へ
転
勤
、
相
談
係
の
ヶ

ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
（
児
童
福
祉
司
）
と
し
て
五

年
目
に
な
り
、
当
時
の
も
ど
か
し
さ
が
何
で
あ

っ
た
の
か
も
分
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
外
か
ら
見
て
い
た
児
童
相
談
所
、
内
に
入
っ

て
見
た
児
童
相
談
所
、
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に

し
て
行
く
こ
と
で
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ぱ

と
思
い
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し

た
い
。

ニ
ー
児
童
相
談
所
と
は

　
　
「
児
童
相
談
所
は
、
児
童
福
祉
に
関
連
す
る

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
場
合
は
児
童
お
よ
び
家
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